


「ネットアイドル」10円

　現代の日本は、誰でもネットアイドルになれる時代。テレビで見かける、チャットで会話できない本物のアイドルより。同じ地元に住む、チャットで会話できるネットアイドルのほうが、感動を共有でき人気者となっていた。
「ファンの皆さま、私だけを見て」
ネットアイドルは、ブログとＳＮＳで攻勢をかける。
あるネットアイドルは、「夏の天使」というタイトルで、ブログに自身の水着写真を掲載。読者を開拓した。
無料動画サイトでも、メイク中の動画や、入浴中で足だけ映す動画を投稿。テレビの本物のアイドルにはマネできない方法だ。

　今やネットアイドルの人口は、１０万人。恐るべき数字である。中でもネットアイドル、水木桃華は、モチカの愛称でファンに愛されている。童顔でおさげ髪。幼児体型に胸が大きい。圧倒的男性ファンを獲得していた。
６月のネットアイドル選挙に向け、準備をすすめていた。ネットアイドル選挙は、２０２０年にスタート。一年で一度人気のネットアイドルを投票で選び、その年のナンバーワンを決める選挙である。

　芸能事務所、株式会社スターマスターは、モチカの所属事務所。素人だったモチカに声をかけ、敢えてネットアイドルとして活動させた。モチカのマネージャーは、吉住孝太。通称ヨコタ。モチカとヨコタは、Ｗｅｂカメラで会議をしていた。ヨコタは、色白で細身。銀縁眼鏡をかけている。
「ヨコタ、６月の選挙のため、良い案ある？」
「そうだねー。ネット映画なんてどうかな」
「ネット映画？」
「一般のスクリーンで公開される映画と違って、無料で閲覧できるんだ」
「動画サイトと何が違うの？」
「撮影は、プロのカメラマンが撮るからね。クォリティが比較にならないよ」
「それって、ＡＶじゃないわよね？」
「違う違う」
「ふーん」
「悪くない、選択だと思うけどね」
「出てみるわ」
「ＯＫ、社長と話してみるよ」
「社長」

　ネット映画の撮影が始まった。現場は沖縄県。真冬でも暖かい。モチカは、主演を務めることとなった。
ディレクターが、監督に伺う。
「監督スタンバイ完了です」
「それじゃーシーン３０行くよ、カメラ回して。３、２……」
デジタルカチンコを鳴らす。
男は、旅行鞄を片手に家を出る。女が追いかけてきた。
「待って行かないで」
女は、男の腕を引っ張った。
「ごめん、行かなくちゃ」
「どうして、どうしてよ」
女が取り乱す。
「彼らが待っている」
力づくで、女を剥がした。
「はいカット」
デジタルカチンコを鳴らす
監督は満足した表情だった。ディレクターと、今のシーンの映像を確認した。
「いいねー、次のシーンいこう」
「シーン２０６、台本見て」
カメラのアングルを変え、役者は台本を読みなおした。
ディレクターが、監督に伺う。
「監督スタンバイ完了です」
「それじゃーシーン２０６行くよ、カメラ回して。３、２……」
デジタルカチンコを鳴らす。
美術スタッフが、人口雨を降らせる。
女は、泣きながら波打ち際まで歩く。
「だから行かないでと」
両膝が崩れ、地面に膝をついた。
「バッキャロー」
涙が頬を伝う。
雨で悲しみが流されているようだった。
「はいカット」
デジタルカチンコを鳴らす
監督は不満な表情だった。ディレクターと、今のシーンの映像を確認した。
「ここの台詞を、馬鹿たれに変更しよう」
「はい、伝えてきます」
何度も繰り返し、テイク５で撮り終えた。長かった撮影も、４月にクランクアップを迎えた。公開は、５月予定。
モチカは獣医役。
ネット映画のタイトルは、「獣医と鯨物語」
網にかかった大型鯨を助けようと奮闘する獣医と、村民たちの物語。地元の漁師の反対、鯨のリハビリ等。いくつもの困難を乗り越える。

　５月、獣医と鯨物語が公開された。事務所の狙い通り、モチカの人気は急上昇。自身のチャットも一人では、受け答えが困難となり、三人の影武者を雇った。
モチカは、ストレスをヨコタにぶつけた。
「ヨコタ、影武者使ってまで、チャットをするっておかしくない？」
「ネットアイドルは、ファンと直接コミュニケーションが取れるのが売りなんだ」
「ブログの更新だって」
「業者に任せておけば良いんだよ」
「私、操り人形じゃないのよ」
「我慢して、６月までの辛抱だからさ」
「……」

　６月、ネットアイドル選挙の中継。結果が出たのだ。
「２０３１年、ネットアイドル選挙結果発表です」
コメント席には、有名な芸能人が多く駆けつけた。
５０位からスタートして、なかなかモチカは呼ばれない。場外なんてこともあり得る。
「私なんて無理だったのよ」
モチカは落ち込み、ヨコタが慰めていた。
「そんなことはない、君は我が社の看板だよ」
「ありがと」
トップ１０からは、壇上に上がれる。一人一人、泣きながらスピーチをした。とうとう最後の一人を残すのみ。
「今年のナンバーワンを発表します」
会場は静まりかえった。
「有効投票数６５３２３２票、株式会社スターマスター所属、水木桃華」
「よかった、よかった」
ヨコタは泣いていた。
モチカは喜ぶと同時に、覚悟を決めた。
「行って来い」
「ええ」
壇上へ上がる。
モチカさん、今の心境を教えて下さい。
「まずは、ファンの皆さまありがとう。ファンの支えが無ければこの場にいることはできなかったでしょう」
会場は頷いた。
「私、モチカ。いいえ、水木桃華は、皆さまへ重大な発表があります」
会場はざわついた。
「なんだ」
「どうした？」
「聞いてないぞ」
「水木桃華は、ネットアイドルから本物のアイドルへ転向します」
会場は動揺した。
「嘘だろ」
「まじか」
「おいおいおい」
「今年のナンバーワン無効だろ」
ヨコタの携帯に、社長から電話がかかる。通話のボタンをスライドした。
「ヨコタ！どういうことだ」
社長がヨコタを問いただす。
「わかりません」
「ネットアイドルが台無しじゃないか」
「ただ」
「ただ？」
「彼女は、操り人形じゃありません」
「何を言っている！」
「私たちのアイドルです」


完
